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とくに第３楽章スケルツォでフロイトの「不気味なもの」を援用した解釈や、第４楽章におけるヴァーグナ
ーの《マイスタージンガー》への暗喩から匿名性の愛を論じた章などは―—異論も多々あり得るが―—独自の
解釈で、読み応えのあるものとなっている。 
しかしながら、第８章で突然ニーチェにからめて「ディオニュソス的なもの」が持ち出されてくると、陳
腐な議論に肩すかしをくわされたような気分になる。第７章まで見られた緻密で論理的な解釈の積み重ねが、
ここにきて崩されてしまった感がある。第３楽章で展開された精緻な論理構造がここでも生かされなかった
のは残念である。フィナーレについては論述で苦労したあとが窺えるのだが、作品全体がなぜシンメトリー
であらねばならないのか、「あれでもない、これでもない」がなぜ積極的な「あれでもある、これでもある」
になるのか、論理的に説明できていない。結局、「アンビヴァレンツ」（これをどう訳すかについては一言も
ない）や「全体」が明確に定義されてこなかったことが、第８章の弱さにつながっていると言わざるを得な
い。モデルネにおける「アンビヴァレンツ」についてはBauman 1991の前半部分しか参照していないため、積
極的な姿勢と消極的な姿勢の議論が抜け落ちているのである。その他、解釈という際限のない行為そのもの
についての理論的意味づけがないこと、音楽分析の提示方法にもっと工夫があってもよいこと、マーラーの
創作における第７交響曲の位置づけ、とりわけ後続作品との関係がはっきりしないことなどを指摘しておく。 
以上のような問題点はあるが、全体的には緻密な論述がなされており、個々の解釈にはおおむね説得力が
ある。本論文がマーラーの第７交響曲という作品のいっそうの理解に貢献し得るということは確かである。
よって学術論文として一定の水準に達していると認め、合格とする。 
